
自治基本条例をつくる会 会議概要 

第１１回会議 

開催日時 平成１９年９月２６日（水）18:30～20:30 
開催場所 山陽小野田市役所 第２委員会室 

出席会員 １４名 

岡村啓二、河野朋子、木林紀生男、草田和枝、杉本保喜 

酒井敏正、徳重洋子、縄田祥子、長谷川眞幸、 

林久芳、松尾知勝、室住友子、山田義隆、弓取康英 

出席職員 行政改革課長 

協議概要 

１．行政に係る問題点・課題点の抽出について 

前回行った問題点・課題点の抽出に一部を追加。 

２．行政に係る問題点・課題点のまとめ・仕分け方法・気づき等について 

●前回、会員から出された各意見を種類毎にタイトルを付して仕分けられたが、 

組織機構に係る問題点・課題点については、市長の責務、職員の責務、執行機関 

の組織・執行体制、意見・要望・苦情等の対応の４つぐらいに細分される。最終 

的に条例に反映させることを考えれば細分して検討する必要がある。効率性に係 

る問題点・課題点については、職員の責務、行政サービスの提供の２つぐらいに 

分けられると思う。情報公開に係る問題点・課題点については、個人情報の保護、 

行政情報の公開・提供、会議公開の原則、３つぐらいに分けられる。人事制度に 

係る問題点・課題点について、職員給与の見直し、効率的な行政運営と適正な人 

員配置の２つぐらいに分けてはどうか。人材育成に係る問題点・課題点について 

は、職員の育成と資質向上対策のほうが分かりやすい。先進地事例から総合計画 

の策定に係る参画・協働の項目を１つ設けては。事業評価に係る問題点・課題点 

については、オンブズマン制度それと行政評価制度の導入の２つに分けてはどう 

かと思う。職員の意識に係る問題点・課題点は、説明責任について１項目加えて、 

職員の責務と職員の育成・資質向上等がかなり入っているので整理する必要があ 

ると思う。 

●色々な課題が出て、これに解決策と条例への反映との流れになっているが、日頃 

我々が思っていることが何もかにも入っていて、職務の中で解決されるものも含 

んでおり、全てが条例に適用されるものではない。従って条例に反映させるべき 

項目と実務の上で解決されるべきものとに分別・整理していかなくてはいけない。 

とりあえずは全ての洗い出しを行う必要がある。 

●折角、ここまで抽出されたので、早速みんなで審議してはどうか。 

●意見の中に不必要なものはないだろう。今後行う予定の市民アンケートでも同様 

の内容が出てくると思う。 

●市民アンケートの結果を入れて、一緒にまとめて解決策・条例への反映を議論し 

たほうがスムーズに進まないか。 

⇒議会・市民の問題点・課題点の抽出の後に、解決策等について検討を行うので会員 

夫々が考えておいてほしい。



３．議会に係る問題点・課題点の抽出について 

持ち寄った会員それぞれの意見を、種類別・系統別に仕分けした。 

その内容については、別紙のとおり。 

４．次回は、市民に係る問題点・課題点の抽出と 

市民アンケートの項目選定等について行う。 

各会員は、市民アンケートについて意見があれば、 

次回開催までに弓取会員に持参のこと。 

次回以降の会議開催予定は次のとおり 

平成１９年１０月１０日（水）18:30～ 

平成１９年１０月２４日（水）18:30～


